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■2007年度
使用量【千㎥】 金額【万円】

上水道 249 4,930
下水道 236 6,370
中　水 102 1,070
計 ― 12,370

金額【万円】

節約額（節益） 2,910

減価償却額 326
中水タンク増設 284 
節水ゴマ設置 26
擬音装置設置 16

差引額（便益） 2,584

■2008年度
使用量【千㎥】（前年比） 金額【万円】（前年比）

上水道 188 （76％） 3,780 （77％）
下水道 168 （71％） 4,600 （72％）
中　水 103 （101％） 1,080 （101％）
計 ― 9,460 （76％）

  DDVVDD BBOOOOKK  

ここののよよううなな衝衝撃撃的的なな映映像像ががたたくくささんんああっってて、、  

危危機機迫迫るる感感じじでですすよよ！！                    

                                          

  

☆☆ああななたたににもも、、すすぐぐででききるる５５のの事事☆☆  

１１．．停停車車中中ははエエンンジジンンをを切切りり、、エエココドドラライイブブををししよようう。。  

２２．．タタイイヤヤのの空空気気圧圧ををチチェェッッククししよようう。。  

→→車車のの燃燃費費基基準準をを上上げげれればば、、無無駄駄ななエエネネルルギギーー消消費費をを防防げげまますす。。  

３３．．ここままめめにに蛇蛇口口ををししめめよようう。。  

４４．．エエアアココンンのの設設定定をを変変ええてて、、エエネネルルギギーー削削減減ををししよようう。。  

５５．．映映画画「「不不都都合合なな真真実実」」をを見見よようう♪♪  

地地球球のの危危機機ににつついいてて知知りり、、友友達達にに勧勧めめよようう。。  

  

『『地地球球ののたためめににああななたたがが出出来来るる最最初初のの一一歩歩はは、、  

ここのの事事実実をを知知るる事事だだ』』  

                                                        ＢＢＹＹ  アアルル・・ゴゴアア    

Mt. キリマンジャロ

30 年前 現在 !! 

おんなじ山ですよ 

国立大学法人

島根大学

環境報告書
2009
ダイジェスト版

島根大学では，環境に配慮した活動を推進するため，冊子での印刷は，ダイジェスト版により公表して
います。
本冊の環境報告書は，島根大学ホームページに掲載していますので，そちらをご覧ください。

学長からのメッセージ
環境マインドを持った学生を育てる

島根大学環境方針

環境マネジメントシステムの運用組織

　島根大学憲章に基づき，キャンパス内の全ての教職員および学生等の協働のもと，自然と共生する持続可能な社会の
発展をめざして，以下の活動を積極的に推進します。
１．環境改善に資する豊かな人間性，能力を身につけ，世界的視野を持って，自ら主体的に学び行動する人材の育成に
努めます。
２．研究成果の普及，医療サービス管理の実施により，市民とも協働して地域環境および地球環境の改善に努めます。
３．環境と調和する施設整備を進めるとともに，教職員および学生等全体で，知と文化の拠点にふさわしい快適な学内
環境の構築に努めます。
４．省資源，省エネルギー，廃棄物の減量化，グリーン購入および化学物質の適正管理などにより，汚染の予防と継続
的な環境改善を行い，環境に配慮したより良い教育，研究，医療サービスに努めます。
５．本学に適用される環境関連の法令および本学が決めた事項を守ります。
６．本学の環境関連情報は，大学ホームページなどを通じて積極的に公表します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009年4月1日（第3版）
島根大学長　　　　　　　　

第三者評価島根大学2008年度のトピックス
ISO14001更新審査合格による認証継続

松江キャンパスでの独自活動 出雲キャンパスでの独自活動

　島根大学では，2006年3月に松江キャンパスにおいて（財）日本品質保証機構（JQA）によ
るISO14001の認証を取得し，その後毎年範囲を拡大し，2008年3月には医学部および医
学部附属病院を含む，全キャンパスでの認証取得を果たしました。2008年9月には，3年
目の更新審査を受け，その結果，環境に配慮した活動が継続されていると認められ，引
き続き3年間の更新が認められました。

教育学部の環境教育宣言！GP獲得！

　教育学部が申請した【「環境寺子屋」による理科好き教師の
育成 －豊富な環境リテラシーを有する「理科に強い義務教育
教員」育成プロジェクト－】が「質の高い大学教育推進プログ
ラム」【教育ＧＰ】に選定されました。このプログラムは，文部
科学省が公募し，特に優れたものを選定し，広く社会に情報提
供するとともに，重点的な財政支援を行うことにより，我が国
全体としての高等教育の質保証，国際競争力の強化に資するこ
とを目的としたものです。

松江キャンパスでの硫化水素発生事故について　－事故の再発防止に向けた対策－  
　2009年2月3日（火）午前10時30分頃，松江キャンパス内の環境安全施設
において，硫化水素が発生するという事故が起きました。ただちに，消
防・警察機関に通報するとともに，学長の指揮のもと災害対策本部を設
置し，さらに総括安全衛生管理者および特別管理産業廃棄物管理責任者
を中心とした「環境安全施設企画課事故対策特別委員会」を設置し，事
故原因の究明，残留廃液の処理および再発防止に向けた対策などの検討
を行い，事故発生から4日後の2月7日までにすべての事故処理が完了しま
した。

出雲キャンパスでの節水対策の費用対効果
　出雲キャンパスでの上下水道料金は2007年度に1億2,370万円と高額であり，EMSの観点からも一層の節水対策が必要でし
た。このため，中水タンクの増設，節水ゴマの設置，女子トイレの擬音装置設置を実施し，この結果，上水道使用量が24％減
少となりました。料金も2,910万円の節約につながりました。

出雲キャンパスの温室効果ガス排出量は
2005年度比15％減少

学生の環境に対する取組み

島根大学環境報告書2009　ダイジェスト版
国立大学法人

島根大学財務部施設企画課
〒690-8504  島根県松江市西川津町1060
TEL:0852-32-9829  FAX:0852-32-6049
E-Ma i l : z k i - kankyo@ jn .sh imane -u .ac . j p

HPアドレス：ht t p : / /www . sh imane - u . a c . j p / I SO14001/
環境マネジメントシステム体制図 ●放置自転車撤去活動

●一斉清掃

　2008年度は学部生，
大学院生を含めた26人
が正式な学生EMS委員
会委員として学長から
の委嘱を受け，EMSの
実施・改善とキャンパ
ス内の環境改善を目標
に掲げ，学生独自の視
点からEMS運営に関わ
り，新入生へのEMS教
育，大学祭での環境影
響評価，落葉清掃，ニ
ュース発行などを実施
しました。

　学生取組として継続的に活
動しているものに，毎月１回
行うEMS学生委員会議があ
ります。会議には，各学年から
１名以上の学生が委員として
出席し，主に駐輪，駐車，喫煙
およびごみ問題について，具
体的な対策を検討していま
す。このうち，議題としてあ
がった問題については，EMS
ニュースを発行し，学生に呼
びかけ，出来る限り全学生に
周知できるよう努力していま
す。

人とともに　地域とともに

次回の環境報告書を作成する際に参考とさせていただきますので,お手数ですが,島根大学環境報告書Webページに掲載していますア
ンケートにご協力いただきますようお願いします。
h t t p : / /www . sh imane - u . a c . j p / I SO14001/

－学校教育を担う教師の環境・科学力の育成に向けて－ 　本学の大学憲章では，自然環境と調和する社会を実現することの重要性を認識して「自
然との共生」に言及すると同時に，これからの持続可能な社会を担うことのできる「人材
育成」を使命の一つとして謳っています。
　本学では，これまでISO14001に基づくEMS活動を行い，松江キャンパス，大輪地区およ
び本庄地区，医学部附属病院を含む出雲キャンパスの全てにおいてISO14001の認証取得を
実現し，特に規模が大きく特殊な事業所である病院を含む全キャンパスでの認証取得は全
国でも例がありません。

　本学の業務活動における省資源，省エネルギーは，今や改めて声を大にするほどのことでもない当然のこととする意
識改革はずいぶん進んできました。とは言っても，島根大学は，なお相当の環境負荷を自然や近隣地域に与えているこ
とも事実でしょう。本学のEMS活動によって学内環境を改善することはもとより，環境マインドを持った学生を社会に
送り出す教育と社会の環境改善に資する研究を通して，本学の社会的責任を果たし，持続的社会の構築に向けた貢献を
したいと考えています。

島根大学長 　　　　　　　　

－さらなる改善を目指して－ 
　附属病院を含む出雲キャンパスでは，温室効果ガス換算で12,000ト
ン排出しています。附属病院は高度医療を使命としているため，多
くの電力を消費する検査機器などを24時間稼働させる必要がありま
すが，社会的責任のひとつとしてEMSに取り組み，節水対策やガス，
重油を消費する設備機器の効率的な管理により，大幅に減少するこ
とができました。

●EMSニュース

●EMS基本教育

●放置自転車撤去活動

●落葉清掃の様子

●登録証を持つ学長，副学長および学生ＥＭＳ委員

温室効果ガス排出量

●対策本部の設置

環境寺子屋における「環境教育」「科学教育」のイメージ図
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学部附属病院を含む，全キャンパスでの認証取得を果たしました。2008年9月には，3年
目の更新審査を受け，その結果，環境に配慮した活動が継続されていると認められ，引
き続き3年間の更新が認められました。

教育学部の環境教育宣言！GP獲得！

　教育学部が申請した【「環境寺子屋」による理科好き教師の
育成 －豊富な環境リテラシーを有する「理科に強い義務教育
教員」育成プロジェクト－】が「質の高い大学教育推進プログ
ラム」【教育ＧＰ】に選定されました。このプログラムは，文部
科学省が公募し，特に優れたものを選定し，広く社会に情報提
供するとともに，重点的な財政支援を行うことにより，我が国
全体としての高等教育の質保証，国際競争力の強化に資するこ
とを目的としたものです。

松江キャンパスでの硫化水素発生事故について　－事故の再発防止に向けた対策－  
　2009年2月3日（火）午前10時30分頃，松江キャンパス内の環境安全施設
において，硫化水素が発生するという事故が起きました。ただちに，消
防・警察機関に通報するとともに，学長の指揮のもと災害対策本部を設
置し，さらに総括安全衛生管理者および特別管理産業廃棄物管理責任者
を中心とした「環境安全施設企画課事故対策特別委員会」を設置し，事
故原因の究明，残留廃液の処理および再発防止に向けた対策などの検討
を行い，事故発生から4日後の2月7日までにすべての事故処理が完了しま
した。

出雲キャンパスでの節水対策の費用対効果
　出雲キャンパスでの上下水道料金は2007年度に1億2,370万円と高額であり，EMSの観点からも一層の節水対策が必要でし
た。このため，中水タンクの増設，節水ゴマの設置，女子トイレの擬音装置設置を実施し，この結果，上水道使用量が24％減
少となりました。料金も2,910万円の節約につながりました。

出雲キャンパスの温室効果ガス排出量は
2005年度比15％減少

学生の環境に対する取組み

島根大学環境報告書2009　ダイジェスト版
国立大学法人

島根大学財務部施設企画課
〒690-8504  島根県松江市西川津町1060
TEL:0852-32-9829  FAX:0852-32-6049
E-Ma i l : z k i - kankyo@ jn .sh imane -u .ac . j p

HPアドレス：ht t p : / /www . sh imane - u . a c . j p / I SO14001/
環境マネジメントシステム体制図 ●放置自転車撤去活動

●一斉清掃

　2008年度は学部生，
大学院生を含めた26人
が正式な学生EMS委員
会委員として学長から
の委嘱を受け，EMSの
実施・改善とキャンパ
ス内の環境改善を目標
に掲げ，学生独自の視
点からEMS運営に関わ
り，新入生へのEMS教
育，大学祭での環境影
響評価，落葉清掃，ニ
ュース発行などを実施
しました。

　学生取組として継続的に活
動しているものに，毎月１回
行うEMS学生委員会議があ
ります。会議には，各学年から
１名以上の学生が委員として
出席し，主に駐輪，駐車，喫煙
およびごみ問題について，具
体的な対策を検討していま
す。このうち，議題としてあ
がった問題については，EMS
ニュースを発行し，学生に呼
びかけ，出来る限り全学生に
周知できるよう努力していま
す。

人とともに　地域とともに

次回の環境報告書を作成する際に参考とさせていただきますので,お手数ですが,島根大学環境報告書Webページに掲載していますア
ンケートにご協力いただきますようお願いします。
h t t p : / /www . sh imane - u . a c . j p / I SO14001/

－学校教育を担う教師の環境・科学力の育成に向けて－ 　本学の大学憲章では，自然環境と調和する社会を実現することの重要性を認識して「自
然との共生」に言及すると同時に，これからの持続可能な社会を担うことのできる「人材
育成」を使命の一つとして謳っています。
　本学では，これまでISO14001に基づくEMS活動を行い，松江キャンパス，大輪地区およ
び本庄地区，医学部附属病院を含む出雲キャンパスの全てにおいてISO14001の認証取得を
実現し，特に規模が大きく特殊な事業所である病院を含む全キャンパスでの認証取得は全
国でも例がありません。

　本学の業務活動における省資源，省エネルギーは，今や改めて声を大にするほどのことでもない当然のこととする意
識改革はずいぶん進んできました。とは言っても，島根大学は，なお相当の環境負荷を自然や近隣地域に与えているこ
とも事実でしょう。本学のEMS活動によって学内環境を改善することはもとより，環境マインドを持った学生を社会に
送り出す教育と社会の環境改善に資する研究を通して，本学の社会的責任を果たし，持続的社会の構築に向けた貢献を
したいと考えています。

島根大学長 　　　　　　　　

－さらなる改善を目指して－ 
　附属病院を含む出雲キャンパスでは，温室効果ガス換算で12,000ト
ン排出しています。附属病院は高度医療を使命としているため，多
くの電力を消費する検査機器などを24時間稼働させる必要がありま
すが，社会的責任のひとつとしてEMSに取り組み，節水対策やガス，
重油を消費する設備機器の効率的な管理により，大幅に減少するこ
とができました。

●EMSニュース

●EMS基本教育

●放置自転車撤去活動

●落葉清掃の様子

●登録証を持つ学長，副学長および学生ＥＭＳ委員

温室効果ガス排出量

●対策本部の設置

環境寺子屋における「環境教育」「科学教育」のイメージ図

2003 2004 2005 2006 2007 2008
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14,229 14,259

13,790
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（年度）

使用量（㎏）

節水

ESCO事業

●更新審査



事業活動にかかるインプット・アウトプット 環境研究

環境教育

環境負荷の抑制だけでなく，環境貢献のさらなる向上へ

自ら主体的に学び行動する人材の育成

　島根大学では，約8千名の学生・教職員が教育，研究
および医療活動に携わっています。これらの活動は，
地球・地域環境に様々の負荷を生じさせています。
　右図は，現在島根大学松江・出雲キャンパスが環境
に与えている負荷の全体像を概略として示したもので
す。本学では，省エネや実験系廃液の適正管理などへ
のさまざまな取組を行っており，建物改修工事があっ
たにも関わらず一定の成果をあげています。

地域や社会に貢献できる環境研究の普及を目指して
　島根大学では，現在100名程度の教員が環境問題に関係した研
究を行っています。
　これらの研究の成果は，社会や学界に発表しています。地域
や社会への窓口として，いくつかの種類の研究情報データベー
スを公開しています。また，環境に関する研究に特化したウェ
ブページとして，「島根大学の環境研究」を作成しています。

　2008年度の電気使用量は，2003年度に比べて松江キャンパスで7.4%，出雲キャンパスで33.2%削減できました。島根
大学では，近年建物の耐震改修工事や病棟，学生支援センターの新設など，本来であればエネルギーの増加傾向とな
るところですが，省エネ設備の導入，EMS活動により，温室効果ガスについても極力抑えることができました。

　松江キャンパスでは，原則としてキャンパス内にご
み箱を設置せず，学内に2ヶ所設置されている「資源リ
サイクルステーション」へ持ち込むこととなっていま
す。2008年度は可燃ごみが2007年度と比べマイナス20
トンの大幅な減量を達成し，処理費用も約80万円の節
約となりました。

　出雲キャンパスでは，約1,400名の教職員・学生に加
えて1,500名以上の外来・入院患者さんおよび関係者が
日々活動しており，排出される生活系ごみも約300ト
ンにおよびます。その中で，廃棄物排出量は2007年度
比1.3%削減できました。また，リサイクルの推進によ
り，資源ごみの回収量は大幅に増加しました。

実験に伴う環境負荷の低減

学生の知恵による汚染の予防

医療用フィルム削減の効果

学内環境の整備

環境マネジメントシステムの見直し

　松江キャンパスでは，2007年度までにキャンパス内中心部を自転車，自動
車乗り入れ禁止区域とし，ルールとして定着してきました。3月には放置自
転車撤去活動を実施し，キャンパス内の景観向上，駐輪場の有効活用などに
貢献しています。

診療に伴う環境負荷の低減

　出雲キャンパスでは，CT画像やMR画像の観察方法をフィ
ルムからモニタへと移行した機会に，フィルムレスへの切り
替えを実施しました。その効果は使用枚数として24,000枚/月
が8,000枚/月に，2008年4月からはCT，MR画像以外の画像も
実施することで，1,000枚/月にまで削減できました。一方で，
紹介などに使用する画像についてもCDでやりとりすることに
より，地域の医療機関に対してもフィルムレス化を促進する
結果となっています。

　松江キャンパスでは，学生EMS委員会委員が実験を行う学生の視点に立ち，分かりやすい実験系廃液，廃棄物の分別
ポスターを作成しました。また，実験系廃棄物の回収に立会い，廃棄物の分別および回収表のチェックを行っています。
現在，回収立会いの結果から，分別をより分かりやすくするための案内用ボードを設置するなど，回収がより良くなる
ための活動を展開中です。

教育・研究に伴う環境負荷の低減
　出雲キャンパスでは多種多様な有害物質を教育，研究，診療に使用しています。中でも，使用が多いホルムアルデヒ
ドの安全性確保のため，解剖実習室の換気システムを変更しました。また，病理標本の保管方法を変更し，ビニール
パックでの保管とすることで，ホルムアルデヒドの使用量も削減する努力を行っており，2009年度には減少が期待でき
ます。

キャンパス内の安全と快適性のための活動

　出雲キャンパスでは，2007年度に引き続き駐輪場の確保に努力していま
す。現在新病棟増築工事などにより，一時的にスペースが減少しているた
め，違法な駐輪も散見されます。これらの解消のため，実習棟前に駐輪場を
新たに設置しました。また，放置自転車を一掃するため撤去作業を行い，物
理的スペースの確保も行っています。

教職員・学生による内部監査

エネルギー消費の抑制

リサイクルとごみ低減対策

温室効果ガス 松江9.7％削減，出雲15.7％削減（2003年度比）

廃棄物の継続的な削減を目指して 可燃ごみ15.6％，不燃ごみ3.6％削減（2007年度比）

　島根大学では，EMS活動が計画に沿って実施されているか，自ら定めた手順を順守しているかなどのチェックを行う
ため，教職員・学生が行う内部監査を松江・出雲両キャンパスでそれぞれ実施しました。最初にチェックリストを使用
したレター監査を実施し，その後現場監査を行っています。この監査では，悪い事例を発見するだけでなく，大変良い
事例についても「有効事例」として他の部署などで活用できるよう工夫しています。

経営層による環境マネジメントシステムの見直し
　2009年1月27日に，両キャンパスの環境管理責任者，副環境管理責任者，
EMS事務局と，最高経営者である学長によるEMSの見直しを実施しまし
た。両キャンパスともに見直しの指示があり，環境方針等の改定を行いま
した。

ISO14001内部監査員研修およびスキルアップ研修の実施
　島根大学では，内部監査を実施するため，内部監査員としての力量を身につけた教職員・学生の養成を毎年実施して
います。2008年度は松江キャンパスで19名，出雲キャンパスで28名の養成を行い，うち，学生は11名が受講し，内部監
査員資格を取得しました。
　また，2008年度から新たに内部監査チーム
リーダーとしての力量養成として「内部監査
員スキルアップ研修」を島根大学独自の演習
などを取り入れた内容で実施し，このチーム
リーダーのもと，内部監査を実施することが
できました。

島根大学の資源投入と環境負荷（2008年度）

島根大学の事業成果

　島根大学では，次代の社会を築く
主体者である学生に対する環境教育
に力を注いでいます。松江・出雲両
キャンパスともに，地球環境につい
ての理解とその保全に必要な倫理観，
知識・理解，技能・力量，実践的態
度を見につけた学生の育成を，授業
などを通して行っています。

様々な環境教育による環境意識の向上を目指して（附属学校部）
　附属学校部では，幼稚園，小学校，
中学校の園児，児童および生徒に対
し，それぞれの成長・発達段階に応
じた環境教育を実施しています。こ
れらの取組は授業や生徒会等の活動
の一部として行われ，記録として管
理しています。この活動も年々子ど
も達に浸透してきており，生徒会の
自主的な活動の中にエコ活動があが
るなど，目指す子ども達への環境教
育の成果を感じることができました。

●「健康スポーツ科学概論」のグループワーク風景
（出雲キャンパス）

●多くの新入生を前に説明する学生EMS委員会委員
（松江キャンパス）

温室効果ガス排出量

●標本密封装置 ●局所排気装置付実習台

電力使用量

●幼稚園、小学校、中学校合同の環境整備活動 ●附属中学校生徒会での環境教育・学習の場面

●知的情報データベース（いくつかのデータベースにアクセスできます）： 
http://www.shimane-u.ac.jp/index.php?option=com_content&task=view&id=
152&Itemid=139

●島根大学の環境研究：http://www.shimane-u.ac.jp/web/ISO14001/eco/research.html

●作成したシアン化合物含有廃液および硫化物含有廃液ポスター ●実験系廃棄物の回収立ち会い

●内部監査員スキルアップ研修●内部監査員研修

●学長による見直し会議

●放置自転車撤去活動

島根大学で行われている環境研究の内容

可燃・不燃ごみの排出量および委託費用の推移 資源ごみ回収量 医療用X線フィルム使用量

学　部 環境研究の内容
法 文 学 部 環境政策・経済学，公害問題研究など

教 育 学 部 エコ材料の開発，水中カメラによる水環境モニタリング，
土壌汚染メカニズムの解明など

医　　学　　部 環境と健康，労働環境，環境汚染物質の健康への影響，
感染リスクマネジメントなど

総合理工学部 新エネルギー，エコ材料，リサイクル技術，水環境調査，
酸化亜鉛を用いた太陽光発電など

生物資源科学部 リサイクル材料による水質浄化，屋上緑化，高気温下での
農業技術，農薬分解微生物など

汽 水 域 研 究
セ ン タ ー

宍道湖・中海の水質調査，生態系の解明，遺伝子バンクの
データベース化など

●新駐輪場

INPUT（投入） OUTPUT（排出）

温室効果ガス

下水道使用量

一般・実験系廃棄物

7,160トン
12,000トン10,937千kwh

11,382千kwh

上段数字：松江キャンパス
下段数字：出雲キャンパス 113,428㎥

168,896㎥

実験系廃液量

17,367ℓ
18,939ℓ

178トン
（うちリサイクル2.5トン）

511トン島根大学の
活　動

電気

193,938㎥
2,178,223㎥

ガス

234㎘
199㎘

重油

147,766㎥
189,114㎥

水INPUT（入力）

島根大学の
活　動

OUTPUT（結果）

在　学　生
（7,215名）

教　職　員
（1,678名）

地 域 住 民
クライエント

患者さん：
外来患者数 228，656人
入院患者数 185，432人

卒　業　生
（1,785名）

研究成果の還元

地域環境への配慮

住民の健康・治癒

啓 発 活 動

※在学生，教職員数は2008年5月1日現在，卒業生数は
　2009年3月31日現在，患者数は2008年度延べ人数
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事業活動にかかるインプット・アウトプット 環境研究

環境教育

環境負荷の抑制だけでなく，環境貢献のさらなる向上へ

自ら主体的に学び行動する人材の育成

　島根大学では，約8千名の学生・教職員が教育，研究
および医療活動に携わっています。これらの活動は，
地球・地域環境に様々の負荷を生じさせています。
　右図は，現在島根大学松江・出雲キャンパスが環境
に与えている負荷の全体像を概略として示したもので
す。本学では，省エネや実験系廃液の適正管理などへ
のさまざまな取組を行っており，建物改修工事があっ
たにも関わらず一定の成果をあげています。

地域や社会に貢献できる環境研究の普及を目指して
　島根大学では，現在100名程度の教員が環境問題に関係した研
究を行っています。
　これらの研究の成果は，社会や学界に発表しています。地域
や社会への窓口として，いくつかの種類の研究情報データベー
スを公開しています。また，環境に関する研究に特化したウェ
ブページとして，「島根大学の環境研究」を作成しています。

　2008年度の電気使用量は，2003年度に比べて松江キャンパスで7.4%，出雲キャンパスで33.2%削減できました。島根
大学では，近年建物の耐震改修工事や病棟，学生支援センターの新設など，本来であればエネルギーの増加傾向とな
るところですが，省エネ設備の導入，EMS活動により，温室効果ガスについても極力抑えることができました。

　松江キャンパスでは，原則としてキャンパス内にご
み箱を設置せず，学内に2ヶ所設置されている「資源リ
サイクルステーション」へ持ち込むこととなっていま
す。2008年度は可燃ごみが2007年度と比べマイナス20
トンの大幅な減量を達成し，処理費用も約80万円の節
約となりました。

　出雲キャンパスでは，約1,400名の教職員・学生に加
えて1,500名以上の外来・入院患者さんおよび関係者が
日々活動しており，排出される生活系ごみも約300ト
ンにおよびます。その中で，廃棄物排出量は2007年度
比1.3%削減できました。また，リサイクルの推進によ
り，資源ごみの回収量は大幅に増加しました。

実験に伴う環境負荷の低減

学生の知恵による汚染の予防

医療用フィルム削減の効果

学内環境の整備

環境マネジメントシステムの見直し

　松江キャンパスでは，2007年度までにキャンパス内中心部を自転車，自動
車乗り入れ禁止区域とし，ルールとして定着してきました。3月には放置自
転車撤去活動を実施し，キャンパス内の景観向上，駐輪場の有効活用などに
貢献しています。

診療に伴う環境負荷の低減

　出雲キャンパスでは，CT画像やMR画像の観察方法をフィ
ルムからモニタへと移行した機会に，フィルムレスへの切り
替えを実施しました。その効果は使用枚数として24,000枚/月
が8,000枚/月に，2008年4月からはCT，MR画像以外の画像も
実施することで，1,000枚/月にまで削減できました。一方で，
紹介などに使用する画像についてもCDでやりとりすることに
より，地域の医療機関に対してもフィルムレス化を促進する
結果となっています。

　松江キャンパスでは，学生EMS委員会委員が実験を行う学生の視点に立ち，分かりやすい実験系廃液，廃棄物の分別
ポスターを作成しました。また，実験系廃棄物の回収に立会い，廃棄物の分別および回収表のチェックを行っています。
現在，回収立会いの結果から，分別をより分かりやすくするための案内用ボードを設置するなど，回収がより良くなる
ための活動を展開中です。

教育・研究に伴う環境負荷の低減
　出雲キャンパスでは多種多様な有害物質を教育，研究，診療に使用しています。中でも，使用が多いホルムアルデヒ
ドの安全性確保のため，解剖実習室の換気システムを変更しました。また，病理標本の保管方法を変更し，ビニール
パックでの保管とすることで，ホルムアルデヒドの使用量も削減する努力を行っており，2009年度には減少が期待でき
ます。

キャンパス内の安全と快適性のための活動

　出雲キャンパスでは，2007年度に引き続き駐輪場の確保に努力していま
す。現在新病棟増築工事などにより，一時的にスペースが減少しているた
め，違法な駐輪も散見されます。これらの解消のため，実習棟前に駐輪場を
新たに設置しました。また，放置自転車を一掃するため撤去作業を行い，物
理的スペースの確保も行っています。

教職員・学生による内部監査

エネルギー消費の抑制

リサイクルとごみ低減対策

温室効果ガス 松江9.7％削減，出雲15.7％削減（2003年度比）

廃棄物の継続的な削減を目指して 可燃ごみ15.6％，不燃ごみ3.6％削減（2007年度比）

　島根大学では，EMS活動が計画に沿って実施されているか，自ら定めた手順を順守しているかなどのチェックを行う
ため，教職員・学生が行う内部監査を松江・出雲両キャンパスでそれぞれ実施しました。最初にチェックリストを使用
したレター監査を実施し，その後現場監査を行っています。この監査では，悪い事例を発見するだけでなく，大変良い
事例についても「有効事例」として他の部署などで活用できるよう工夫しています。

経営層による環境マネジメントシステムの見直し
　2009年1月27日に，両キャンパスの環境管理責任者，副環境管理責任者，
EMS事務局と，最高経営者である学長によるEMSの見直しを実施しまし
た。両キャンパスともに見直しの指示があり，環境方針等の改定を行いま
した。

ISO14001内部監査員研修およびスキルアップ研修の実施
　島根大学では，内部監査を実施するため，内部監査員としての力量を身につけた教職員・学生の養成を毎年実施して
います。2008年度は松江キャンパスで19名，出雲キャンパスで28名の養成を行い，うち，学生は11名が受講し，内部監
査員資格を取得しました。
　また，2008年度から新たに内部監査チーム
リーダーとしての力量養成として「内部監査
員スキルアップ研修」を島根大学独自の演習
などを取り入れた内容で実施し，このチーム
リーダーのもと，内部監査を実施することが
できました。

島根大学の資源投入と環境負荷（2008年度）

島根大学の事業成果

　島根大学では，次代の社会を築く
主体者である学生に対する環境教育
に力を注いでいます。松江・出雲両
キャンパスともに，地球環境につい
ての理解とその保全に必要な倫理観，
知識・理解，技能・力量，実践的態
度を見につけた学生の育成を，授業
などを通して行っています。

様々な環境教育による環境意識の向上を目指して（附属学校部）
　附属学校部では，幼稚園，小学校，
中学校の園児，児童および生徒に対
し，それぞれの成長・発達段階に応
じた環境教育を実施しています。こ
れらの取組は授業や生徒会等の活動
の一部として行われ，記録として管
理しています。この活動も年々子ど
も達に浸透してきており，生徒会の
自主的な活動の中にエコ活動があが
るなど，目指す子ども達への環境教
育の成果を感じることができました。

●「健康スポーツ科学概論」のグループワーク風景
（出雲キャンパス）

●多くの新入生を前に説明する学生EMS委員会委員
（松江キャンパス）

温室効果ガス排出量

●標本密封装置 ●局所排気装置付実習台

電力使用量

●幼稚園、小学校、中学校合同の環境整備活動 ●附属中学校生徒会での環境教育・学習の場面

●知的情報データベース（いくつかのデータベースにアクセスできます）： 
http://www.shimane-u.ac.jp/index.php?option=com_content&task=view&id=
152&Itemid=139

●島根大学の環境研究：http://www.shimane-u.ac.jp/web/ISO14001/eco/research.html

●作成したシアン化合物含有廃液および硫化物含有廃液ポスター ●実験系廃棄物の回収立ち会い

●内部監査員スキルアップ研修●内部監査員研修

●学長による見直し会議

●放置自転車撤去活動

島根大学で行われている環境研究の内容

可燃・不燃ごみの排出量および委託費用の推移 資源ごみ回収量 医療用X線フィルム使用量

学　部 環境研究の内容
法 文 学 部 環境政策・経済学，公害問題研究など

教 育 学 部 エコ材料の開発，水中カメラによる水環境モニタリング，
土壌汚染メカニズムの解明など

医　　学　　部 環境と健康，労働環境，環境汚染物質の健康への影響，
感染リスクマネジメントなど

総合理工学部 新エネルギー，エコ材料，リサイクル技術，水環境調査，
酸化亜鉛を用いた太陽光発電など

生物資源科学部 リサイクル材料による水質浄化，屋上緑化，高気温下での
農業技術，農薬分解微生物など

汽 水 域 研 究
セ ン タ ー

宍道湖・中海の水質調査，生態系の解明，遺伝子バンクの
データベース化など

●新駐輪場
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自ら主体的に学び行動する人材の育成
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に与えている負荷の全体像を概略として示したもので
す。本学では，省エネや実験系廃液の適正管理などへ
のさまざまな取組を行っており，建物改修工事があっ
たにも関わらず一定の成果をあげています。

地域や社会に貢献できる環境研究の普及を目指して
　島根大学では，現在100名程度の教員が環境問題に関係した研
究を行っています。
　これらの研究の成果は，社会や学界に発表しています。地域
や社会への窓口として，いくつかの種類の研究情報データベー
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大学では，近年建物の耐震改修工事や病棟，学生支援センターの新設など，本来であればエネルギーの増加傾向とな
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ISO14001内部監査員研修およびスキルアップ研修の実施
　島根大学では，内部監査を実施するため，内部監査員としての力量を身につけた教職員・学生の養成を毎年実施して
います。2008年度は松江キャンパスで19名，出雲キャンパスで28名の養成を行い，うち，学生は11名が受講し，内部監
査員資格を取得しました。
　また，2008年度から新たに内部監査チーム
リーダーとしての力量養成として「内部監査
員スキルアップ研修」を島根大学独自の演習
などを取り入れた内容で実施し，このチーム
リーダーのもと，内部監査を実施することが
できました。

島根大学の資源投入と環境負荷（2008年度）

島根大学の事業成果

　島根大学では，次代の社会を築く
主体者である学生に対する環境教育
に力を注いでいます。松江・出雲両
キャンパスともに，地球環境につい
ての理解とその保全に必要な倫理観，
知識・理解，技能・力量，実践的態
度を見につけた学生の育成を，授業
などを通して行っています。

様々な環境教育による環境意識の向上を目指して（附属学校部）
　附属学校部では，幼稚園，小学校，
中学校の園児，児童および生徒に対
し，それぞれの成長・発達段階に応
じた環境教育を実施しています。こ
れらの取組は授業や生徒会等の活動
の一部として行われ，記録として管
理しています。この活動も年々子ど
も達に浸透してきており，生徒会の
自主的な活動の中にエコ活動があが
るなど，目指す子ども達への環境教
育の成果を感じることができました。

●「健康スポーツ科学概論」のグループワーク風景
（出雲キャンパス）

●多くの新入生を前に説明する学生EMS委員会委員
（松江キャンパス）

温室効果ガス排出量

●標本密封装置 ●局所排気装置付実習台

電力使用量

●幼稚園、小学校、中学校合同の環境整備活動 ●附属中学校生徒会での環境教育・学習の場面

●知的情報データベース（いくつかのデータベースにアクセスできます）： 
http://www.shimane-u.ac.jp/index.php?option=com_content&task=view&id=
152&Itemid=139

●島根大学の環境研究：http://www.shimane-u.ac.jp/web/ISO14001/eco/research.html

●作成したシアン化合物含有廃液および硫化物含有廃液ポスター ●実験系廃棄物の回収立ち会い

●内部監査員スキルアップ研修●内部監査員研修

●学長による見直し会議

●放置自転車撤去活動

島根大学で行われている環境研究の内容

可燃・不燃ごみの排出量および委託費用の推移 資源ごみ回収量 医療用X線フィルム使用量

学　部 環境研究の内容
法 文 学 部 環境政策・経済学，公害問題研究など

教 育 学 部 エコ材料の開発，水中カメラによる水環境モニタリング，
土壌汚染メカニズムの解明など

医　　学　　部 環境と健康，労働環境，環境汚染物質の健康への影響，
感染リスクマネジメントなど

総合理工学部 新エネルギー，エコ材料，リサイクル技術，水環境調査，
酸化亜鉛を用いた太陽光発電など

生物資源科学部 リサイクル材料による水質浄化，屋上緑化，高気温下での
農業技術，農薬分解微生物など

汽 水 域 研 究
セ ン タ ー

宍道湖・中海の水質調査，生態系の解明，遺伝子バンクの
データベース化など

●新駐輪場
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OUTPUT（結果）

在　学　生
（7,215名）

教　職　員
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地 域 住 民
クライエント

患者さん：
外来患者数 228，656人
入院患者数 185，432人

卒　業　生
（1,785名）

研究成果の還元

地域環境への配慮

住民の健康・治癒

啓 発 活 動

※在学生，教職員数は2008年5月1日現在，卒業生数は
　2009年3月31日現在，患者数は2008年度延べ人数
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事業活動にかかるインプット・アウトプット 環境研究

環境教育

環境負荷の抑制だけでなく，環境貢献のさらなる向上へ

自ら主体的に学び行動する人材の育成

　島根大学では，約8千名の学生・教職員が教育，研究
および医療活動に携わっています。これらの活動は，
地球・地域環境に様々の負荷を生じさせています。
　右図は，現在島根大学松江・出雲キャンパスが環境
に与えている負荷の全体像を概略として示したもので
す。本学では，省エネや実験系廃液の適正管理などへ
のさまざまな取組を行っており，建物改修工事があっ
たにも関わらず一定の成果をあげています。

地域や社会に貢献できる環境研究の普及を目指して
　島根大学では，現在100名程度の教員が環境問題に関係した研
究を行っています。
　これらの研究の成果は，社会や学界に発表しています。地域
や社会への窓口として，いくつかの種類の研究情報データベー
スを公開しています。また，環境に関する研究に特化したウェ
ブページとして，「島根大学の環境研究」を作成しています。

　2008年度の電気使用量は，2003年度に比べて松江キャンパスで7.4%，出雲キャンパスで33.2%削減できました。島根
大学では，近年建物の耐震改修工事や病棟，学生支援センターの新設など，本来であればエネルギーの増加傾向とな
るところですが，省エネ設備の導入，EMS活動により，温室効果ガスについても極力抑えることができました。

　松江キャンパスでは，原則としてキャンパス内にご
み箱を設置せず，学内に2ヶ所設置されている「資源リ
サイクルステーション」へ持ち込むこととなっていま
す。2008年度は可燃ごみが2007年度と比べマイナス20
トンの大幅な減量を達成し，処理費用も約80万円の節
約となりました。

　出雲キャンパスでは，約1,400名の教職員・学生に加
えて1,500名以上の外来・入院患者さんおよび関係者が
日々活動しており，排出される生活系ごみも約300ト
ンにおよびます。その中で，廃棄物排出量は2007年度
比1.3%削減できました。また，リサイクルの推進によ
り，資源ごみの回収量は大幅に増加しました。

実験に伴う環境負荷の低減

学生の知恵による汚染の予防

医療用フィルム削減の効果

学内環境の整備

環境マネジメントシステムの見直し
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車乗り入れ禁止区域とし，ルールとして定着してきました。3月には放置自
転車撤去活動を実施し，キャンパス内の景観向上，駐輪場の有効活用などに
貢献しています。
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ポスターを作成しました。また，実験系廃棄物の回収に立会い，廃棄物の分別および回収表のチェックを行っています。
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EMS事務局と，最高経営者である学長によるEMSの見直しを実施しまし
た。両キャンパスともに見直しの指示があり，環境方針等の改定を行いま
した。
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　島根大学では，内部監査を実施するため，内部監査員としての力量を身につけた教職員・学生の養成を毎年実施して
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■2007年度
使用量【千㎥】 金額【万円】

上水道 249 4,930
下水道 236 6,370
中　水 102 1,070
計 ― 12,370

金額【万円】

節約額（節益） 2,910

減価償却額 326
中水タンク増設 284 
節水ゴマ設置 26
擬音装置設置 16

差引額（便益） 2,584

■2008年度
使用量【千㎥】（前年比） 金額【万円】（前年比）

上水道 188 （76％） 3,780 （77％）
下水道 168 （71％） 4,600 （72％）
中　水 103 （101％） 1,080 （101％）
計 ― 9,460 （76％）

  DDVVDD BBOOOOKK  

ここののよよううなな衝衝撃撃的的なな映映像像ががたたくくささんんああっってて、、  

危危機機迫迫るる感感じじでですすよよ！！                    

                                          

  

☆☆ああななたたににもも、、すすぐぐででききるる５５のの事事☆☆  

１１．．停停車車中中ははエエンンジジンンをを切切りり、、エエココドドラライイブブををししよようう。。  

２２．．タタイイヤヤのの空空気気圧圧ををチチェェッッククししよようう。。  

→→車車のの燃燃費費基基準準をを上上げげれればば、、無無駄駄ななエエネネルルギギーー消消費費をを防防げげまますす。。  

３３．．ここままめめにに蛇蛇口口ををししめめよようう。。  

４４．．エエアアココンンのの設設定定をを変変ええてて、、エエネネルルギギーー削削減減ををししよようう。。  

５５．．映映画画「「不不都都合合なな真真実実」」をを見見よようう♪♪  

地地球球のの危危機機ににつついいてて知知りり、、友友達達にに勧勧めめよようう。。  

  

『『地地球球ののたためめににああななたたがが出出来来るる最最初初のの一一歩歩はは、、  

ここのの事事実実をを知知るる事事だだ』』  

                                                        ＢＢＹＹ  アアルル・・ゴゴアア    

Mt. キリマンジャロ

30 年前 現在 !! 

おんなじ山ですよ 

国立大学法人

島根大学

環境報告書
2009
ダイジェスト版

島根大学では，環境に配慮した活動を推進するため，冊子での印刷は，ダイジェスト版により公表して
います。
本冊の環境報告書は，島根大学ホームページに掲載していますので，そちらをご覧ください。

学長からのメッセージ
環境マインドを持った学生を育てる

島根大学環境方針

環境マネジメントシステムの運用組織

　島根大学憲章に基づき，キャンパス内の全ての教職員および学生等の協働のもと，自然と共生する持続可能な社会の
発展をめざして，以下の活動を積極的に推進します。
１．環境改善に資する豊かな人間性，能力を身につけ，世界的視野を持って，自ら主体的に学び行動する人材の育成に
努めます。
２．研究成果の普及，医療サービス管理の実施により，市民とも協働して地域環境および地球環境の改善に努めます。
３．環境と調和する施設整備を進めるとともに，教職員および学生等全体で，知と文化の拠点にふさわしい快適な学内
環境の構築に努めます。
４．省資源，省エネルギー，廃棄物の減量化，グリーン購入および化学物質の適正管理などにより，汚染の予防と継続
的な環境改善を行い，環境に配慮したより良い教育，研究，医療サービスに努めます。
５．本学に適用される環境関連の法令および本学が決めた事項を守ります。
６．本学の環境関連情報は，大学ホームページなどを通じて積極的に公表します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009年4月1日（第3版）
島根大学長　　　　　　　　

第三者評価島根大学2008年度のトピックス
ISO14001更新審査合格による認証継続

松江キャンパスでの独自活動 出雲キャンパスでの独自活動

　島根大学では，2006年3月に松江キャンパスにおいて（財）日本品質保証機構（JQA）によ
るISO14001の認証を取得し，その後毎年範囲を拡大し，2008年3月には医学部および医
学部附属病院を含む，全キャンパスでの認証取得を果たしました。2008年9月には，3年
目の更新審査を受け，その結果，環境に配慮した活動が継続されていると認められ，引
き続き3年間の更新が認められました。

教育学部の環境教育宣言！GP獲得！

　教育学部が申請した【「環境寺子屋」による理科好き教師の
育成 －豊富な環境リテラシーを有する「理科に強い義務教育
教員」育成プロジェクト－】が「質の高い大学教育推進プログ
ラム」【教育ＧＰ】に選定されました。このプログラムは，文部
科学省が公募し，特に優れたものを選定し，広く社会に情報提
供するとともに，重点的な財政支援を行うことにより，我が国
全体としての高等教育の質保証，国際競争力の強化に資するこ
とを目的としたものです。

松江キャンパスでの硫化水素発生事故について　－事故の再発防止に向けた対策－  
　2009年2月3日（火）午前10時30分頃，松江キャンパス内の環境安全施設
において，硫化水素が発生するという事故が起きました。ただちに，消
防・警察機関に通報するとともに，学長の指揮のもと災害対策本部を設
置し，さらに総括安全衛生管理者および特別管理産業廃棄物管理責任者
を中心とした「環境安全施設企画課事故対策特別委員会」を設置し，事
故原因の究明，残留廃液の処理および再発防止に向けた対策などの検討
を行い，事故発生から4日後の2月7日までにすべての事故処理が完了しま
した。

出雲キャンパスでの節水対策の費用対効果
　出雲キャンパスでの上下水道料金は2007年度に1億2,370万円と高額であり，EMSの観点からも一層の節水対策が必要でし
た。このため，中水タンクの増設，節水ゴマの設置，女子トイレの擬音装置設置を実施し，この結果，上水道使用量が24％減
少となりました。料金も2,910万円の節約につながりました。

出雲キャンパスの温室効果ガス排出量は
2005年度比15％減少

学生の環境に対する取組み

島根大学環境報告書2009　ダイジェスト版
国立大学法人

島根大学財務部施設企画課
〒690-8504  島根県松江市西川津町1060
TEL:0852-32-9829  FAX:0852-32-6049
E-Ma i l : z k i - kankyo@ jn .sh imane -u .ac . j p

HPアドレス：ht t p : / /www . sh imane - u . a c . j p / I SO14001/
環境マネジメントシステム体制図 ●放置自転車撤去活動

●一斉清掃

　2008年度は学部生，
大学院生を含めた26人
が正式な学生EMS委員
会委員として学長から
の委嘱を受け，EMSの
実施・改善とキャンパ
ス内の環境改善を目標
に掲げ，学生独自の視
点からEMS運営に関わ
り，新入生へのEMS教
育，大学祭での環境影
響評価，落葉清掃，ニ
ュース発行などを実施
しました。

　学生取組として継続的に活
動しているものに，毎月１回
行うEMS学生委員会議があ
ります。会議には，各学年から
１名以上の学生が委員として
出席し，主に駐輪，駐車，喫煙
およびごみ問題について，具
体的な対策を検討していま
す。このうち，議題としてあ
がった問題については，EMS
ニュースを発行し，学生に呼
びかけ，出来る限り全学生に
周知できるよう努力していま
す。

人とともに　地域とともに

次回の環境報告書を作成する際に参考とさせていただきますので,お手数ですが,島根大学環境報告書Webページに掲載していますア
ンケートにご協力いただきますようお願いします。
h t t p : / /www . sh imane - u . a c . j p / I SO14001/

－学校教育を担う教師の環境・科学力の育成に向けて－ 　本学の大学憲章では，自然環境と調和する社会を実現することの重要性を認識して「自
然との共生」に言及すると同時に，これからの持続可能な社会を担うことのできる「人材
育成」を使命の一つとして謳っています。
　本学では，これまでISO14001に基づくEMS活動を行い，松江キャンパス，大輪地区およ
び本庄地区，医学部附属病院を含む出雲キャンパスの全てにおいてISO14001の認証取得を
実現し，特に規模が大きく特殊な事業所である病院を含む全キャンパスでの認証取得は全
国でも例がありません。

　本学の業務活動における省資源，省エネルギーは，今や改めて声を大にするほどのことでもない当然のこととする意
識改革はずいぶん進んできました。とは言っても，島根大学は，なお相当の環境負荷を自然や近隣地域に与えているこ
とも事実でしょう。本学のEMS活動によって学内環境を改善することはもとより，環境マインドを持った学生を社会に
送り出す教育と社会の環境改善に資する研究を通して，本学の社会的責任を果たし，持続的社会の構築に向けた貢献を
したいと考えています。

島根大学長 　　　　　　　　

－さらなる改善を目指して－ 
　附属病院を含む出雲キャンパスでは，温室効果ガス換算で12,000ト
ン排出しています。附属病院は高度医療を使命としているため，多
くの電力を消費する検査機器などを24時間稼働させる必要がありま
すが，社会的責任のひとつとしてEMSに取り組み，節水対策やガス，
重油を消費する設備機器の効率的な管理により，大幅に減少するこ
とができました。

●EMSニュース

●EMS基本教育

●放置自転車撤去活動

●落葉清掃の様子

●登録証を持つ学長，副学長および学生ＥＭＳ委員

温室効果ガス排出量

●対策本部の設置

環境寺子屋における「環境教育」「科学教育」のイメージ図
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節約額（節益） 2,910
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６．本学の環境関連情報は，大学ホームページなどを通じて積極的に公表します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009年4月1日（第3版）
島根大学長　　　　　　　　

第三者評価島根大学2008年度のトピックス
ISO14001更新審査合格による認証継続

松江キャンパスでの独自活動 出雲キャンパスでの独自活動

　島根大学では，2006年3月に松江キャンパスにおいて（財）日本品質保証機構（JQA）によ
るISO14001の認証を取得し，その後毎年範囲を拡大し，2008年3月には医学部および医
学部附属病院を含む，全キャンパスでの認証取得を果たしました。2008年9月には，3年
目の更新審査を受け，その結果，環境に配慮した活動が継続されていると認められ，引
き続き3年間の更新が認められました。

教育学部の環境教育宣言！GP獲得！

　教育学部が申請した【「環境寺子屋」による理科好き教師の
育成 －豊富な環境リテラシーを有する「理科に強い義務教育
教員」育成プロジェクト－】が「質の高い大学教育推進プログ
ラム」【教育ＧＰ】に選定されました。このプログラムは，文部
科学省が公募し，特に優れたものを選定し，広く社会に情報提
供するとともに，重点的な財政支援を行うことにより，我が国
全体としての高等教育の質保証，国際競争力の強化に資するこ
とを目的としたものです。

松江キャンパスでの硫化水素発生事故について　－事故の再発防止に向けた対策－  
　2009年2月3日（火）午前10時30分頃，松江キャンパス内の環境安全施設
において，硫化水素が発生するという事故が起きました。ただちに，消
防・警察機関に通報するとともに，学長の指揮のもと災害対策本部を設
置し，さらに総括安全衛生管理者および特別管理産業廃棄物管理責任者
を中心とした「環境安全施設企画課事故対策特別委員会」を設置し，事
故原因の究明，残留廃液の処理および再発防止に向けた対策などの検討
を行い，事故発生から4日後の2月7日までにすべての事故処理が完了しま
した。

出雲キャンパスでの節水対策の費用対効果
　出雲キャンパスでの上下水道料金は2007年度に1億2,370万円と高額であり，EMSの観点からも一層の節水対策が必要でし
た。このため，中水タンクの増設，節水ゴマの設置，女子トイレの擬音装置設置を実施し，この結果，上水道使用量が24％減
少となりました。料金も2,910万円の節約につながりました。

出雲キャンパスの温室効果ガス排出量は
2005年度比15％減少

学生の環境に対する取組み
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環境マネジメントシステム体制図 ●放置自転車撤去活動

●一斉清掃

　2008年度は学部生，
大学院生を含めた26人
が正式な学生EMS委員
会委員として学長から
の委嘱を受け，EMSの
実施・改善とキャンパ
ス内の環境改善を目標
に掲げ，学生独自の視
点からEMS運営に関わ
り，新入生へのEMS教
育，大学祭での環境影
響評価，落葉清掃，ニ
ュース発行などを実施
しました。

　学生取組として継続的に活
動しているものに，毎月１回
行うEMS学生委員会議があ
ります。会議には，各学年から
１名以上の学生が委員として
出席し，主に駐輪，駐車，喫煙
およびごみ問題について，具
体的な対策を検討していま
す。このうち，議題としてあ
がった問題については，EMS
ニュースを発行し，学生に呼
びかけ，出来る限り全学生に
周知できるよう努力していま
す。

人とともに　地域とともに

次回の環境報告書を作成する際に参考とさせていただきますので,お手数ですが,島根大学環境報告書Webページに掲載していますア
ンケートにご協力いただきますようお願いします。
h t t p : / /www . sh imane - u . a c . j p / I SO14001/

－学校教育を担う教師の環境・科学力の育成に向けて－ 　本学の大学憲章では，自然環境と調和する社会を実現することの重要性を認識して「自
然との共生」に言及すると同時に，これからの持続可能な社会を担うことのできる「人材
育成」を使命の一つとして謳っています。
　本学では，これまでISO14001に基づくEMS活動を行い，松江キャンパス，大輪地区およ
び本庄地区，医学部附属病院を含む出雲キャンパスの全てにおいてISO14001の認証取得を
実現し，特に規模が大きく特殊な事業所である病院を含む全キャンパスでの認証取得は全
国でも例がありません。

　本学の業務活動における省資源，省エネルギーは，今や改めて声を大にするほどのことでもない当然のこととする意
識改革はずいぶん進んできました。とは言っても，島根大学は，なお相当の環境負荷を自然や近隣地域に与えているこ
とも事実でしょう。本学のEMS活動によって学内環境を改善することはもとより，環境マインドを持った学生を社会に
送り出す教育と社会の環境改善に資する研究を通して，本学の社会的責任を果たし，持続的社会の構築に向けた貢献を
したいと考えています。

島根大学長 　　　　　　　　

－さらなる改善を目指して－ 
　附属病院を含む出雲キャンパスでは，温室効果ガス換算で12,000ト
ン排出しています。附属病院は高度医療を使命としているため，多
くの電力を消費する検査機器などを24時間稼働させる必要がありま
すが，社会的責任のひとつとしてEMSに取り組み，節水対策やガス，
重油を消費する設備機器の効率的な管理により，大幅に減少するこ
とができました。

●EMSニュース

●EMS基本教育

●放置自転車撤去活動

●落葉清掃の様子

●登録証を持つ学長，副学長および学生ＥＭＳ委員

温室効果ガス排出量

●対策本部の設置

環境寺子屋における「環境教育」「科学教育」のイメージ図
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●更新審査


